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去
る
五
月
二
十
八
日
か
ら
六

月
四
日
ま
で
の
八
日
間
、
世
界

中
の
尺
八
音
楽
愛
好
家
が
京
都

に
集
い
、
「
2
0
1
2
国
際
尺

八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
．
m
京
都
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
愛
好
者

の
減
少
に
よ
り
伝
統
継
承
の
危

機
が
云
々
さ
れ
る
尺
八
音
楽
で

す
が
、
目
を
世
界
に
転
じ
る
と
、

ま
っ
た
く
様
相
は
異
な
り
ま
す
。

い
ま
世
界
の
各
地
で
、
尺
八
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
楽
器
を
手
に

し
、
自
ら
を
表
現
す
る
道
具
と

し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
た
ち
が
、
ひ
じ
ょ
う
な
勢
い

で
増
え
て
い
る
の
で
す
。

尺
八
音
楽
の
国
際
化
は
三
十

年
ほ
ど
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
始
ま
り
、

「
国
際
尺
八
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

も
ア
メ
リ
カ
で
二
回
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
一
回
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
今
回
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
尺
八
音
楽
普

及
の
　
「
全
世
界
化
」
と
で
も
言

う
べ
き
様
相
が
顕
著
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
の
国
籍
を
見
る

と
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド

イ
ツ
、
チ
ェ
コ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ロ
シ
ア
、
中
国
、
台
湾
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
ま
さ
に
全
世

界
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
と
く

に
こ
こ
数
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

南
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
中
国
で

の
普
及
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

六
月
一
日
と
四
日
は
、
京
都

芸
術
セ
ン
タ
ー
に
て
、
世
界
の

尺
八
腕
自
慢
た
ち
に
よ
る
「
国

際
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
」
　
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
尺
八

は
、
日
本
の
伝
統
楽
器
と
言
う

よ
り
も
、
演
奏
者
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
表
現
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
な
楽
器
で
あ
る
か
の
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
日
本

の
風
土
に
す
っ
か
り
溶
け
込
ん

だ
ギ
タ
ー
や
ピ
ア
ノ
と
同
じ
よ

、つな。六
月
二
日
は
、
京
都
府
立
文

化
芸
術
会
館
に
お
い
て
、
「
名

流
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
数
百
年
に
わ
た
り

尺
八
音
楽
の
伝
統
を
守
り
続
け

て
き
た
　
「
流
派
」
　
と
い
う
も
の

を
、
と
く
に
外
国
人
尺
八
愛
好

家
に
「
体
感
」
し
て
い
た
だ
く
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た
め
に
、
主
催
者
の
強
い
意
思

に
よ
り
実
現
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
し
ば
し
ば
否
定
的
に
語

ら
れ
る
流
派
や
家
元
制
度
は
な

ぜ
存
在
し
た
の
か
、
歴
史
的
に

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
の
か
、
そ
れ
ら
は
議
論
す

る
も
の
で
は
な
く
全
身
で
感
じ

る
べ
き
も
の
だ
と
思
い
、
あ
え

て
流
派
色
を
最
前
面
に
出
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。

幸
い
尺
八
界
の
主
要
な
十
一

流
派
の
協
賛
を
得
、
総
出
演
者

二
七
〇
名
と
い
う
大
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
。
各
流
派
の
演
奏

家
た
ち
の
鬼
気
迫
る
よ
う
な
熱

演
に
よ
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

し
た
尺
八
の
　
「
ル
ー
ツ
」
　
の
偉

大
さ
を
、
外
国
人
愛
好
家
た
ち

も
理
屈
を
超
え
て
体
感
し
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

六
月
三
日
は
、
京
都
府
立
府

民
ホ
ー
ル
・
ア
ル
テ
ィ
で
、
現

代
尺
八
界
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
た
ち

三
十
四
名
に
よ
る
競
演
会
　
「
マ

ス
タ
ー
ズ
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
国
際
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
で
し
か
実
現

で
き
な
い
夢
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ

の
最
高
レ
ベ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
。
七
時
間
と
い
う
長
丁

場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舞
台
と

客
席
は
終
始
緊
張
し
た
空
気
で

結
ば
れ
、
終
演
時
に
は
会
場
は

大
き
な
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
浜
松
市
楽
器
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
る
貴
重
な
　
「
古

管
尺
八
」
　
の
展
示
会
や
、
そ
の

展
示
物
を
一
流
演
奏
家
が
実
際

に
演
奏
し
て
み
る
　
「
古
管
コ
ン

サ
ー
ト
」
、
一
流
演
奏
家
た
ち
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
で
の
尺
八
ラ
イ
ブ
シ
ョ

ウ
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
実
施

さ
れ
、
の
べ
三
千
人
を
超
え
る

参
加
者
は
尺
八
を
吹
い
て
い
る

こ
と
の
喜
び
を
か
み
し
め
ま
し

た
。
私
た
ち
日
本
人
尺
八
愛
好

家
に
は
「
尺
八
を
吹
い
て
い
る

人
が
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い

る
ん
だ
な
」
と
い
う
の
が
、
正

直
な
実
感
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

最
終
日
の
夜
、
お
別
れ
会
で

今
後
の
国
際
尺
八
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
予
定
が
発
表
さ
れ
、
四

年
後
の
二
〇
一
六
年
に
チ
ェ
コ

の
プ
ラ
ハ
で
、
ま
た
六
年
後
の

二
〇
一
八
年
に
は
中
国
の
蘇
州

で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、

閉
幕
し
ま
し
た
。


